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日本初の 300km ／h走行の営業運転
に向けて 500 系新幹線電車の 開発

図 1 試験専 用 電 車 WIN 　350

　1． は じめ に 　 1964年 に 東

海 道新 幹 線 が 210km ！h で 開 業

し，わ が 国の 鉄道 の 高速化は ス タ

ー
トした．その後しばらく停滞 し

て い た時期 もあ っ たが ， 近年 に な

っ て 海外 ， 特に ヨ ーロ ッ パ に お い

て エ ネ ル ギー効率や安全性 な どの

面で優れ て い る鉄道 が 再評価 さ

れ ，
フ ラ ン ス の TGV を初 め と し

て高速列車が次 々 と走行 を開始 し

た，わ が 国で も 1992年の 「の ぞ

み」に よ る 270km ／h 走行 な ど ，

鉄道 の 高速化へ の取 り組み が再び

活発 に な っ て き て い る．本稿 で

は ， こ の ような背景 の もとで ， 日

本初の 30Gkm ／h で の営業運 転 を

目標に 開発 され た ， 新型新幹線車

両 に つ い て ， そ の 概要 を紹介 す

る．

　2． 主なコ ン セプ トと開発の 経

過　　車両開発に あ た っ て ， 300
km ／h で の安定した高速走行 を目

指す こ と は 当然 である が
， 沿線環

境に対す る配慮か ら， 騒音等の車

外環境に与え る影響 を極力少な く

す る こ と ， お客様の車内環境に対

す るニ ーズ の高 ま りか ら， 乗 り心

地の 向上や車内の低騒音化な ど，

車内の快適性を向上 す る こ と な ど

を新型車両の 主な コ ン セ プ ト と し

て 定め た ．こ れ ら の コ ン セ プ トに

基 づ い て， まず 試 験 専用 電 車

WIN 　35e （図 1）を 1992年春 に

製作し ．
こ れ を用い た試験走行を

重 ね ， 当 時 と し て は 日本 最 高の

350　km ／h まで の走行安定性 を確

認 し， さら に低騒音化を 目的 とし

た新型 集電装置 の 開発 な らび に ，

車体動揺を制御す るアクテ ィ ブ サ

図 2 新型新幹線電車 500系

ス ペ ン シ ョ ン の 導 入 な ど に よ っ

て ， 営業運 転に向けて の 技術的課

題 の 解決 に 見通 しを つ けた．そめ

後 ，
こ れ ら の 結果 を反映 させ た

50G系電車を設計 ， 製作 し， 量産

先行 車 1編成が 1996年 1 月に完

成 した （図 2 ）．

　3． 基本的な仕様　　500系電

車 の 基本仕様 は 以下 の 通 りで あ

る．

　 1 編成 の 車両数 ：16両 （す べ

て 電動車）， う ち グ リーン車 3両

　 1 編成の 定員 ：1324 名 （普通

車 1124 名 ， グ リーン車 200名）

　設計最高速度 ：320km ／h

　先頭車 ， 後尾車の車長 ：27m
　中間車の車長 ：25m

　 1両の 平均重量 ：43t

　車体 ：アル ミニ ウム 合金製 （側

板等に ア ル ミハ ニ カ ム 材を採用）

　制御方式 ：VVVF 制御誘 導電

動機駆動方式

　主 電動機の 連続定格 出力 ：285
kW
　台車方式 ：ボル ス タ レ ス 2軸ポ

ギー台車

　4． 技術的な特徴　　WIN 　350
に よる走行試験や ， 大型風洞を用

い た定置試験 ，
さ らに は コ ン ピ ュ

ータ を利用 した シ ミ ュ レ ーシ ョ ン

の 結果 な どか ら， 300km ／hで の

走行 に お い て は，沿線環境や車 内

で の快適性 に対 して ， 空気力学 的

現象 に よる影響がか な り大 き い こ

とが 分か っ た。こ の 課題 に対 し

て ， 500系電車 に お い て はさま ざ

まな技術 を新た に 導入 して 克服 し

て い る．すなわ ち ， 空力音を原 因

とする沿線騒音の 低減 の た め に ，

大 きな騒音源 で あ る パ ン タグ ラ フ

の 形状を見直 して ， 騒音 に対 して

優れ た翼形 パ ン タ グラ フ を開発 し

た ．また ， ポデーマ ウ ン ト形状 を

採用するなど，車体の 各部 に お い

て も徹底的な平滑化を行っ た．さ

らに ， 列車の 突入に よ っ て トン ネ
ル 内に 生 じる圧縮波な ど， トン ネ

ル 内走行で の 空力特性に よ る諸現

象に対 して は ， 先頭部形状の 先鋭

化や ． 車両断面積の 縮小 な ど を行

っ て い る．こ れ らの 結果 ， 車両の

形状は全体 と し て も空力的に非常

に優れ ， か つ 美 し さ を感 じ さ せ る

フ ォ ル ム とな っ た．

　 こ の ほ か に今回導入 され た 新技

術 と し て は ， 乗 り心地向上 の た め

の ア ク テ ィ ブ サ ス ペ ン シ ョ ン （振

動制御）や車体間 ヨ ーダ ン パ
， 車

内騒音の低減化の ため の ア ル ミハ

ニ カ ム 材の 採用な ど が ある．

　5． 今後に つ い て　　量産 先行

車に よる走行試験を行 い
， 信頼性

や耐久性を十分確認 した後に， 営

業運転へ の投入 を予定して お り，

そ の あ か つ き に は新大阪〜博多間

を 2 時間 19分程度 （現行 2 時間

32 分） で 結 ぶ 予定で あ る．
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